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特集①　震災の記憶と経験をつないでいこう

つ
と
し
、
そ
の
実
現
に
向
け
た
六
つ
の

取
り
組
み
が
示
さ
れ
て
い
ま
す
（
３
ペ

ー
ジ
参
照
）。
ま
た
、
各
取
り
組
み
を

つ
な
ぐ
拠
点
の
整
備
や
、
多
様
な
主
体

と
の
協
働
に
よ
る
事
業
推
進
の
必
要
性

も
示
さ
れ
ま
し
た
。

◆
各
取
り
組
み
を
つ
な
ぐ
拠
点
整
備

　
メ
モ
リ
ア
ル
事
業
の
実
施
に
当
た
っ

て
、
六
つ
の
取
り
組
み
を
有
機
的
に
結

び
、
継
承
し
て
い
く
拠
点
が
必
要
で
す
。

ま
た
、
仙
台
は
宮
城
・
東
北
の
玄
関
口

と
し
て
、
被
災
各
地
へ
の
訪
問
に
つ
な

げ
る
役
割
を
担
う
こ
と
も
重
要
で
す
。

そ
こ
で
、
人
や
情
報
が
集
ま
る
中
心
部

に
「
震
災
の
記
憶
と
経
験
を
収
集
・
編

集
・
発
信
す
る
拠
点
」、
沿
岸
部
に
「
津

波
被
害
を
受
け
た
現
地
を
訪
れ
、
震
災

の
記
憶
と
経
験
を
知
り
学
ぶ
沿
岸
部
回

遊
の
出
発
点
と
な
る
拠
点
」
を
整
備
し
、

二
つ
の
拠
点
で
分
担
・
連
携
し
て
事
業

を
展
開
す
る
こ
と
が
提
言
さ
れ
ま
し
た
。

◆
協
働
に
よ
る
事
業
推
進

　
メ
モ
リ
ア
ル
事
業
は
多
く
の
分
野
や

実
施
主
体
に
ま
た
が
る
こ
と
か
ら
、
推

進
の
核
と
な
る
組
織
と
、
多
様
な
主
体

と
の
協
働
が
求
め
ら
れ
ま
す
。
そ
こ
で
、

市
が
核
と
な
る
組
織
を
設
置
し
、
施
策

立
案
・
実
施
、
事
業
評
価
、
国
内
外
へ

の
発
信
を
行
う
こ
と
が
提
言
さ
れ
ま
し

た
。
ま
た
、
多
様
な
主
体
が
知
恵
を
結

集
し
、
市
民
一
人
一
人
の
記
憶
と
経
験

を
つ
な
げ
る
手
法
を
生
み
出
し
て
い
く

こ
と
の
重
要
性
が
指
摘
さ
れ
ま
し
た
。

震
災
の
記
憶
と
経
験
を

　
　
つ
な
い
で
い
こ
う

時
を
経
て
も
災
害
か
ら
命
を

守
る
た
め
に

　
市
で
は
、
仙
台
市
震
災
復
興
計
画
の

重
点
推
進
事
業
「
百
万
人
の
復
興
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
」
の
一
つ
と
し
て
、
震
災
の

脅
威
と
復
興
へ
の
取
り
組
み
を
後
世
に

継
承
す
る
震
災
復
興
メ
モ
リ
ア
ル
事
業

に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

　
メ
モ
リ
ア
ル
事
業
の
推
進
に
当
た
り
、

平
成
25
年
７
月
に
市
民
団
体
や
学
識
経

験
者
で
構
成
さ
れ
る
検
討
委
員
会
を
設

置
。
約
１
年
半
に
わ
た
る
議
論
を
経
て
、

昨
年
12
月
25
日
、
事
業
の
在
り
方
を
ま

と
め
た
報
告
書
が
、
市
に
提
出
さ
れ
ま

し
た
。

　
市
で
は
今
後
、
こ
の
報
告
書
を
基
に
、

市
民
の
皆
さ
ん
と
共
に
事
業
を
進
め
て

い
き
ま
す
。

取
り
組
み
内
容
や
事
業
の
進
め

方
の
提
言
が
示
さ
れ
ま
し
た

　
報
告
書
で
は
、
メ
モ
リ
ア
ル
事
業
に

取
り
組
む
意
義
を
、
①
仙
台
藩
の
ま
ち

づ
く
り
を
今
に
伝
え
る
沿
岸
部
の
松
林

や
居
久
根
、
貞
山
運
河
な
ど
の
「
地
域

資
源
を
引
き
継
ぐ
」、
②
犠
牲
と
な
ら

れ
た
方
々
や
、
自
然
災
害
の
脅
威
を
伝

え
る
た
め
に
「
記
憶
と
経
験
を
形
に
す

る
」、
③
心
の
復
興
を
支
え
た
文
化
・

芸
術
の
力
や
、
震
災
か
ら
学
ん
だ
こ
と

を
未
来
や
世
界
の
防
災
に
つ
な
げ
る

「
明
日
へ
向
か
う
力
を
育
て
る
」
の
三

この特集に関するお問い合わせは、震災復興室☎214･8586

ふるさとの杜再生プロジェクト ３がつ11にちをわすれないた
めにセンター（わすれン！）

伝える学校―3.11オモイデツアー

地下鉄東西線荒井駅の駅舎内に「沿岸部の拠点施設」を整備します
　市では、市内外の方が東部沿岸地域を訪れ、被災の実態を
体感するとともに、地域の魅力に触れるための出発点となる
よう、現在建設中の荒井駅の駅舎内に拠点施設を整備します。
　この拠点施設では、震災の被害と復興の記録や、地域の魅
力等を紹介する展示のほか、沿岸地域を実際に探訪するプロ
グラムの提供、震災の記憶を伝える方々の活動拠点としての
機能などを備える予定です。地下鉄東西線の開業に合わせて、
12月の開設を目指します。 ▲荒井駅の駅舎と駅前広場（イメージ）

震災復興メモリアル事業の方向性

荒浜小学校校舎と住宅基礎群

　せんだいメディアテークでは、
震災後、復旧・復興の歩みを市民
や専門家などが協働で記録・発信
する「３がつ11にちをわすれな
いためにセンター（わすれン！）」
を開設。映像や写真、音声などで
記録する活動を続けています。

　市では、津波が４階
建て校舎の２階床上約
40cmまで達した荒浜
小学校校舎と、津波襲
来後、建物の基礎のみ
が残った周辺の住宅基
礎群を、一体で震災遺
構として保存すること
を検討しています。

　市と市民団体が協働で実施す
るプロジェクト「伝える学校」。
本年度は、そのプログラムの一

①の取り組み

つとして、受講生が震災前の沿
岸地域の暮らしや思い出を人々
に伝える「3.11オモイデツアー」
を行っています。
　受講生の皆さんは、地域の概
要などを講義や現地訪問で熱心
に学び、沿岸地域を回るツアー
を企画。昨年10月と11月に実
施し、計13人を案内しました。

▲

荒浜小学校（上）
と住宅基礎群

【震災復興メモリアルに込める願い】
東日本大震災の記憶と経験を
　未来へ　世界へ　つなぐ

　

私
た
ち
に
大
き
な
試
練
を
課
し
た
東
日
本
大
震
災
。

こ
の
記
憶
と
経
験
を
未
来
へ
、
そ
し
て
世
界
へ
と
つ
な

ぎ
、
将
来
に
わ
た
っ
て
多
く
の
方
の
命
を
守
る
た
め
、

市
は
震
災
復
興
メ
モ
リ
ア
ル
事
業
を
進
め
て
い
ま
す
。

活動報告展開催中
　わすれン！では、これまでの
活動の報告展を３月18日まで
せんだいメディアテーク７階で
開催中。震災時の食事の写真や、
沿岸部の震災前後の暮らしにつ
いて語る映像なども展示してい
ます。

▲昨年のツアーでは、地域の方
から被災体験等も伺いました

報告書で示された六つの取り組みなどの概念図と、現在取り組んでいる事例をご紹介します。

◆３月14日㈯にもツアーを行
います。参加方法等について、
詳しくはお問い合わせください
問NPO法人20世紀アーカイブ
仙台☎387･0656

拠点整備による事業展開
市中心部の拠点 沿岸部の拠点

連携

地域資源を
引き継ぐ

①
東
部
地
域
に
お
け
る

　み
ど
り
の
再
生

②
貞
山
運
河
の
再
生
と

　利
活
用

③
モ
ニ
ュ
メ
ン
ト
と
遺
構
に
よ
る

　記
憶
の
継
承

④
市
民
力
に
よ
る
ア
ー
カ
イ
ブ
の

　整
備
と
利
活
用

⑤
文
化
・
芸
術
の
力
を
復
興
と

　記
憶
の
継
承
に
生
か
す

⑥
知
り
学
ぶ
機
会
を

　つ
く
る

記憶と経験を
形にする

明日へ向かう力を
育てる

④の取り組み

③の取り組み ⑥の取り組み

拠点整備による事業展開

　市では、市民の皆さんと共に東
部沿岸地域のみどりの再生に取り
組む「ふるさとの杜再生プロジェ
クト」を進めています。
　昨年10月には、向山小学校の
児童が苗木づくりに挑戦。ドング
リを拾い、500個の苗ポットにま
きました。平成29年ごろに、こ
の苗木を海岸公園等の公園緑地へ
植栽する予定です。

平成26年10月撮影


